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できる。診療報酬における評価は、医療を受ける場所の拡大や療養者や家族の意向を尊重した医療を促
進するものであるといえよう。
在宅医療にかかる地域別データ集（厚生労働省 年 月 日更新）によると、北海道の自宅死
は平均 ％であり、全国平均 より低い。その要因には面積が広大であることや積雪寒冷などの
自然条件、医療や介護のサービスなど社会資源の偏在、療養病床数が比較的多いことなどが考えられる。































全体には 在宅療養支援病院と 在宅療養支援診療所がある。 診療所の設置主体ホームページでは、
















診療所の 年の平均外来患者数は約 人 日であり、訪問診療件数 件 年、往診件数 件
年、訪問看護 件 年の実績があった。近年の在宅看取り件数は 〜 件 年であり、これまでの
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